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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置情報を処理するための方法であって、
　少なくとも一つのＳＰＳ衛星からのＳＰＳ信号を、ＳＰＳ受信器に接続された通信シス
テムの前記ＳＰＳ受信器において受信するステップと、
　前記ＳＰＳ受信器に接続された通信システムと、前記ＳＰＳ受信器から離間して設けら
れた第一のセルベース・トランシーバとの間で、無線により、双方向に音声メッセージま
たはデータメッセージを伝達することが可能であるセルベース通信信号を送受信するステ
ップと、
　前記第一のセルベース・トランシーバと前記通信システムとを具備するセルベース通信
システムにおいて、前記セルベース通信信号に含まれる音声メッセージまたはデータメッ
セージの送信時刻と受信時刻とに基づいて決定された伝搬時間を表す第一の時間測定値を
測定するステップと、
　前記少なくとも一つのＳＰＳ衛星からのＳＰＳ信号を前記通信システムのＳＰＳ受信器
により受信することにより、前記ＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器までの前記ＳＰＳ信号
の伝搬時間を表す第二の時間測定値を測定するステップと、
　前記第一の時間測定値と第二の時間測定値との少なくとも三つの組み合わせから、前記
通信システムのＳＰＳ受信器の位置を検知するステップとを具備する、
　前記通信システムのＳＰＳ受信器の位置情報を処理するための方法。
【請求項２】
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　前記通信システムは、前記ＳＰＳ受信器と一体的に設けられた移動セルベース・トラン
シーバを含み、
　前記セルベース通信信号は、埋め込まれたナビゲーション信号を含まない、
　請求項１記載の位置情報処理方法。
【請求項３】
　前記ＳＰＳ受信器は、前記少なくとも一つの衛星までの擬似距離に相当する前記第二の
時間測定値を測定し、
　前記通信システムは、前記擬似距離と前記第一の時間測定値とを、前記第一のセルベー
ス・トランシーバへ送信し、
　前記第一のセルベース・トランシーバは、前記第一の時間測定値と前記擬似距離とを、
前記位置を検知するデジタル処理システムへ送信する、
　請求項１記載の位置情報処理方法。
【請求項４】
　前記デジタル処理システムは、衛星天体位置推算表(ephemeris)データを受信し、前記
第一のセルベース・トランシーバのための基地局位置データを取得し、
　前記ＳＰＳ受信器の前記位置は、前記擬似距離、前記第一の時間測定値、前記衛星天体
位置推算表(ephemeris)データ、前記基地局位置データ、及び（ａ）第三の時間測定値と
（ｂ）第四の時間測定値のうちの一つに基づいて検知され、
　前記第三の時間測定値は、他のＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器へのＳＰＳ信号の伝搬
時間を表し、また前記第四の時間測定値は、前記通信システムと他のセルベース・トラン
シーバとを備える前記セルベース通信システムにおける、前記セルベース通信信号に含ま
れる他のデータメッセージの伝搬時間を表す、
　請求項３記載の位置情報処理方法。
【請求項５】
　前記セルベース通信信号を送信する時間が記録され、前記セルベース通信信号を受信す
る時間が記録される、
　請求項１記載の位置情報処理方法。
【請求項６】
　前記送信する時間と前記受信する時間とにより前記第一の時間測定値が検知される、
　請求項５記載の位置情報処理方法。
【請求項７】
　前記ＳＰＳ受信器は、前記少なくとも一つの衛星までの擬似距離に相当する前記第二の
時間測定値を測定し、
　前記通信システムは、前記擬似距離と前記第一の時間測定値とを、前記第一のセルベー
ス・トランシーバへ送信し、
　前記第一のセルベース・トランシーバは、前記第一の時間測定値と前記擬似距離とを、
前記位置を検知するデジタル処理システムへ送信する、
　請求項６記載の位置情報処理方法。
【請求項８】
　前記デジタル処理システムは、衛星天体位置推算表(ephemeris)データを受信し、前記
第一のセルベース・トランシーバのための基地局位置データを取得し、
　前記位置は、前記擬似距離、前記第一の時間測定値、前記衛星天体位置推算表(ephemer
is)データ、及び前記基地局位置データに基づいて検知される、
　請求項７記載の位置情報処理方法。
【請求項９】
　前記ＳＰＳ受信器の前記位置は、前記第一の時間測定値、前記第二の時間測定値、及び
第三の時間測定値に基づいて検知され、
　前記第三の時間測定値は、他のＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器へのＳＰＳ信号の伝搬
時間を表す、
　請求項６記載の位置情報処理方法。
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【請求項１０】
　前記ＳＰＳ受信器におけるＳＰＳ信号の受信時間を表すＳＰＳ受信時間は、一つのＳＰ
Ｓ衛星からの、信号減衰の最も少ないＳＰＳ信号から検知される、
　請求項６記載の位置情報処理方法。
【請求項１１】
　前記セルベース通信信号は、前記ＳＰＳ受信器の視界内の衛星のドップラー情報を、前
記第一のセルベース・トランシーバから前記ＳＰＳ受信器へ伝達するために、かつ前記第
二の時間測定値を前記第一のセルベース・トランシーバへ伝達するために用いられる、
　請求項６記載の位置情報処理方法。
【請求項１２】
　デジタル処理システムにおいて位置情報を処理するための方法であって、
　前記デジタル処理システムと通信する第一のセルベース・トランシーバと、前記第一の
セルベース・トランシーバと無線で通信する通信システムとを有するセルベース通信シス
テムにおいて、セルベース通信信号に含まれる音声メッセージまたはデータメッセージの
送信時刻と受信時刻に基づいて決定された伝搬時間を表す第一の時間測定値を測定するス
テップと、
　前記通信システムと一体的に設けられ、かつ前記第一のセルベース・トランシーバと前
記デジタル処理システムとから離間して設けられているＳＰＳ受信器において、少なくと
も一つのＳＰＳ衛星からのＳＰＳ信号を受信することにより、前記ＳＰＳ衛星から前記Ｓ
ＰＳ受信器までの前記ＳＰＳ信号の伝搬時間を表す第二の時間測定値を測定するステップ
と、
　前記第一の時間測定値と第二の時間測定値との少なくとも三つの組み合わせから、前記
通信システムのＳＰＳ受信器の位置を検知するステップとを具備する、
　前記デジタル処理システムにおいて前記通信システムのＳＰＳ受信器の位置情報を処理
するための方法。
【請求項１３】
　前記セルベース通信信号は、音声メッセージまたはデータメッセージを前記第一のセル
ベース・トランシーバと前記通信システムとの間で双方向に伝達することが可能であり、
　前記ＳＰＳ受信器の前記位置は、前記第一の時間測定値、前記第二の時間測定値、及び
（ａ）第三の時間測定値と（ｂ）第四の時間測定値のうちの一つに基づいて検知され、
　前記第三の時間測定値は、他のＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器へのＳＰＳ信号の伝搬
時間を表し、また前記第四の時間測定値は、前記通信システムと他のセルベース・トラン
シーバとを備える前記セルベース通信システムにおける、前記セルベース通信信号に含ま
れる他のデータメッセージの伝搬時間を表す、
　請求項１２記載の位置情報処理方法。
【請求項１４】
　前記第二の時間測定値は、前記ＳＰＳ受信器において測定され、
　前記第二の時間測定値は、前記通信システムから前記第一のセルベース・トランシーバ
へ伝送される、
　請求項１２記載の位置情報処理方法。
【請求項１５】
　前記セルベース通信信号は、埋め込み型ナビゲーション信号を含まない、請求項１４記
載の位置情報処理方法。
【請求項１６】
　前記第二の時間測定値は、ＳＰＳ衛星までの擬似距離に相当し、
　前記第一のセルベース・トランシーバは、前記擬似距離を前記デジタル処理システムへ
伝送し、
　前記デジタル処理システムは、衛星天体位置推算表データを受信し、かつ前記第一のセ
ルベース・トランシーバの位置を表す基地局位置データを取得し、
　前記ＳＰＳ受信器の前記位置は、前記擬似距離、前記第一の時間測定値、前記衛星天体
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位置推算表データ、及び前記基地局位置データに基づいて検知される、
　請求項１４記載の位置情報処理方法。
【請求項１７】
　前記セルベース通信信号に含まれる前記音声メッセージまたはデータメッセージを送信
する時間は記録され、前記セルベース通信信号に含まれる前記音声メッセージまたはデー
タメッセージを受信する時間は記録される、
　請求項１６記載の位置情報処理方法。
【請求項１８】
　前記送信する時間と前記受信する時間とにより前記第一の時間測定値が測定される、
　請求項１７記載の位置情報処理方法。
【請求項１９】
　位置情報を処理するためのシステムであって、
　少なくとも一つのＳＰＳ衛星からのＳＰＳ信号を、ＳＰＳ受信器に接続され一体化され
ている通信システムの前記ＳＰＳ受信器において受信する前記通信システムと、
　前記ＳＰＳ受信器から離間され、かつセルベース通信信号を用いて前記通信システムと
、無線により、双方向に音声メッセージまたはデータメッセージを伝達することが可能で
ある第一のセルベース・トランシーバと、
　前記第一のセルベース・トランシーバに接続されたデジタル処理システムとを具備し、
　第一の時間測定値を、前記セルベース通信信号に含まれる音声メッセージまたはデータ
メッセージの送信時刻と受信時刻とに基づいて決定された伝搬時間とし、
　第二の時間測定値を、前記ＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器までの前記ＳＰＳ信号の伝
搬時間とし、
前記デジタル処理システムにおいて、第一の時間測定値と第二の時間測定値との少なくと
も三つの組み合わせから、前記通信システムのＳＰＳ受信器の位置を検知するための、
　位置情報処理システム。
【請求項２０】
　前記セルベース通信信号は、埋め込み型ナビゲーション信号を含まない、
　請求項１９記載の位置情報処理システム。
【請求項２１】
　前記ＳＰＳ受信器は、ＳＰＳ衛星までの擬似距離に相当する前記第二の時間測定値を測
定し、
　前記通信システムは、前記擬似距離を前記第一のセルベース・トランシーバへ送信し、
　前記第一のセルベース・トランシーバは、前記擬似距離を前記デジタル処理システムへ
送信する、
　請求項１９記載の位置情報処理システム。
【請求項２２】
　前記デジタル処理システムは、衛星天体位置推算表データを受信し、前記第一のセルベ
ース・トランシーバのための基地局位置データを取得し、
　前記ＳＰＳ受信器の前記位置は、前記擬似距離、前記第一の時間測定値、前記衛星天体
位置推算表データ及び前記基地局位置データから検知される、
　請求項２１記載の位置情報処理システム。
【請求項２３】
　前記セルベース通信信号に含まれる前記音声メッセージまたはデータメッセージを送信
する時間は記録され、
　前記セルベース通信信号に含まれる前記音声メッセージまたはデータメッセージを受信
する時間は記録され、
　前記送信する時間と前記受信する時間とにより前記第一の時間測定値が検知される、
　請求項２２記載の位置情報処理システム。
【請求項２４】
　前記データメッセージは前記擬似距離を含む、
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　請求項２３記載の位置情報処理システム。
【請求項２５】
　前記データメッセージは、前記ＳＰＳ受信器の視界内のＳＰＳ衛星のドップラー情報を
含む、
　請求項２３記載の位置情報処理システム。
【請求項２６】
　前記メッセージは、前記通信システムからの９１１形式のデータメッセージを含む、
　請求項２３記載の位置情報処理システム。
【請求項２７】
　前記ＳＰＳ受信器の前記位置は、前記擬似距離、前記第一の時間測定値、前記衛星天体
位置推算表データ、前記基地局位置データ、及び（ａ）第三の時間測定値と（ｂ）第四の
時間測定値と（ｃ）前記ＳＰＳ受信器の近似高度とのうちの一つに基づいて検知され、
　前記第三の時間測定値は、他のＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器へのＳＰＳ信号の伝搬
時間を表し、また前記第四の時間測定値は、前記通信システムと他のセルベース・トラン
シーバとを備える前記セルベース通信システムにおける、前記セルベース通信信号に含ま
れる他のデータメッセージの伝搬時間を表す、
　請求項２３記載の位置情報処理システム。
【請求項２８】
　前記ＳＰＳ受信器の前記位置は、前記第一の時間測定値、前記第二の時間測定値、及び
、（ａ）第三の時間測定値と（ｂ）前記ＳＰＳ受信器の近似高度とのうちの一つに基づい
て検知され、
　前記第三の時間測定値は、他のＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器へのＳＰＳ信号の伝搬
時間を表す、
　請求項２３記載の位置情報処理システム。
【請求項２９】
　衛星測位システム（ＳＰＳ）受信器とセルベース通信システムとを含む移動統合システ
ムであって、
　前記ＳＰＳ受信器は、少なくとも一つのＳＰＳ衛星からのＳＰＳ信号を受信することに
より、前記ＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器への前記ＳＰＳ信号の伝搬時間を表す第一の
時間測定値を測定するためのデータを与えることのできるものであり、
　前記ＳＰＳ受信器が接続された通信システムは、離間された第一のセルベース・トラン
シーバと、無線により、セルベース通信信号に含まれる音声メッセージまたはデータメッ
セージを双方向に通信可能であって、前記セルベース通信信号に含まれる音声メッセージ
またはデータメッセージの送信時刻と受信時刻に基づいて決定された伝搬時間を表す第二
の時間測定値を検知するためのデータを与えることのできるものであり、
　さらに、前記第一の時間測定値と前記第二の時間測定値との少なくとも三つの組み合わ
せを与えることのできるものである、
　移動統合システム。
【請求項３０】
　前記移動統合システムの位置は、前記第一の時間測定値と前記第二の時間測定値との少
なくとも三つの組み合わせから検知される、
　請求項２９記載の移動統合システム。
【請求項３１】
　前記ＳＰＳ衛星は、地球の軌道を回るＧＰＳ衛星であり、
　前記組み合わせは、前記第一及び第二の時間測定値によって規定される測定値領域（me
asurement domain）の中にある、
　請求項３０記載の移動統合システム。
【請求項３２】
　前記セルベース通信信号は、埋め込まれたナビゲーション信号を含まない、
　請求項２９記載の移動統合システム。



(6) JP 5026634 B2 2012.9.12

10

20

30

40

50

【請求項３３】
　前記移動統合システムは、前記第二の時間測定値を検知する、
　請求項２９記載の移動統合システム。
【請求項３４】
　離間されたデジタル処理システムが、前記第二の時間測定値と前記移動統合システムの
位置を検知する、
　請求項３０記載の移動統合システム。
【請求項３５】
　前記移動統合システムが、前記移動統合システムの位置を検知する、請求項３３記載の
移動統合システム。
【請求項３６】
　前記移動統合システムの位置は、前記第一の時間測定値、前記第二の時間測定値、及び
（ａ）第三の時間測定値と（ｂ）第四の時間測定値とのうちの一つに基づいて検知され、
　前記第三の時間測定値は、他のＳＰＳ衛星から前記ＳＰＳ受信器へのＳＰＳ信号の伝搬
時間を表し、前記第四の時間測定値は、前記通信システムと他のセルベース・トランシー
バとを備える前記セルベース通信システムにおける、前記セルベース通信信号に含まれる
他のデータメッセージの伝搬時間を表す、
　請求項３０記載の移動統合システム。
【請求項３７】
　前記移動統合システムは、前記セルベース通信信号に含まれる、少なくとも前記ＳＰＳ
衛星のための衛星天体位置推算表データを受信する、
　請求項３１記載の移動統合システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線通信システムと組み合わせた衛星位置決めシステムと、無線位置決め技術
とに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
無線通信は、従来の電話通信を急速に強化している。無線セル電話、すなわちセルラ電話
と呼ばれるものは、セルを基本とする、つまりセルラ系通信システムを形成している。こ
れらシステムは多くの異なる場所で使用可能である。従来の電話通信においては、緊急９
１１番サービスが長年存続し、時を経て進化、品質向上している。現在では、有線電話シ
ステムの殆どで強化９１１番サービスが利用できる。このサービスの場合、電話機から自
動的に発呼を受けた緊急センターは、電話番号、発呼者の所在位置、発呼者の身元を、こ
れら情報を発呼者から事前に得てなくとも察知する。セル電話の場合は、かような強化９
１１番サービスは通常不可能である。現時点では、セルラ電話機からの発呼を受けた緊急
センターは発呼者が何処から呼び出しているのかを知ることができない。セル電話に強化
９１１番サービスを提供する方策として提案されているのは、セル系通信システム内のセ
ル・オーバレイを利用することである。このオーバレイ利用の発想は、あるセル地点から
次のセル地点までの有効無線通信距離がある程度まで重なる事実から出ている。このこと
を図１に示す。セル系通信システム１０は、図１に示す範囲まで重なる４つのセル１２、
１４、１６，１８を含む。これらセルは、トランシーバ２１、２２，２３，２４として示
す無線セル系トランシーバそれぞれを囲んで描かれている。これらトランシーバは無線セ
ル系通信信号を、無線移動セル系通信システム、例えば図１に示す無線セル系移動通信シ
ステム２６、２７、２８へ送信し、これらシステムから受信する。当該分野で周知の通り
、様々なセル系通信システム、例えばＴＤＭＡ、ＧＳＭ、ＰＣＳ、ＩＳＭ等のシステムは
もとより、ＡＭＰＳシステムやＣＤＭＡシステムが存在している。これらシステムの各々
は、基本セル系通信無線接近路を共通に使っている。この接近路は、信号を送信しセルラ
地域で実用される基地点（セル地点とも呼ばれる）から構成される。セルラ地域における
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各セルは、セル地点（無線セル系トランシーバ）への信号や、そこからの信号の通達範囲
により定義され、セルのいくつかは他のセルと重なっている可能性がある。セルの重なり
は、特に、セル重なり地域での無線位置決め作業の実施を可能にしている。例えば、図１
に示す無線セル系移動通信システム２７の位置はセル地点２２と移動システム２７間を通
信信号が行き交う時間と、同様に移動システム２７とトランシーバ２３との間を無線系通
信信号が行き交う時間とを計ることにより決定される。ある仮定（例えば、近似海抜高度
）が設定され、かつ到着角度（ＡＯＡ）技術を用いると、移動セル系システムの位置を、
この移動ユニットと無線交信中の、わずか２台程度の移動セル系トランシーバにより決定
可能である。しかし一般的には、二次元位置決めを達成するには、少なくとも３台の異な
る無線セル系トランシーバ間の三つの無線交信が必要である。移動セルラ系通信システム
の無線位置決めを達成するための方法としての、セルラ・オーバーレイを用いる従来技術
には数多くの例がある。そのひとつは、着信時間（ＴＯＡ）技術と呼ばれ、もうひとつは
と着信時間差（ＴＤＯＡ）技術である。
【０００３】
無線位置決めを達成するセルラ・オーバーレイ使用のための基盤設備は既にある程度まで
存在している。しかし、セル間のオーバーレイは一般に、移動ユニットが取り得る様々な
位置を十分に網羅するには狭すぎる。このことは図１から分かる。図１に示すように、移
動ユニット２８はひとつの無線セル系トランシーバとしか信号を交わせない。他のトラン
シーバ、すなわちのセル地点からの信号を受ける（また、他のセル地点へ信号を発する）
ことができない。この状況において、無線ユニット２８の位置はセル地点２２を囲む円の
位置程度にしか分からない。これすらも、システム内の誤動作や、送信、受信システムに
おける時刻測定が十分正確にできないので達成できぬ可能性がある。
【０００４】
移動通信しすてむの位置を決定するための、もう一つの方法は全地球位置決めシステム（
ＧＰＳ）などの衛星位置決めシステム（ＳＰＳ）を通信システムへ密接に組み込むことで
ある。多くの文献には、この方法が記述してある。この方法では、ＧＰＳシステム自体を
使用して、これに組み込んだユニットの位置を決定する。このような組み込みユニットの
一例がノーマンＦ．クラスナー取得の米国特許第５，６６３，７３４号に記載されている
。ＧＰＳ受信器と無線通信システムとを含む、このような統合システムの多くにおいて、
ＧＰＳ受信器は従来型の相関器系受信器であり、その位置を決定するための、十分な数の
ＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号の捕捉することがしばしば困難である。一般に、ＧＰＳ受信
器はＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号が遮断される環境では良好に作動しない。この信号遮断
は、単に樹木のてっぺんによる場合もある。このような環境では、ＧＰＳ受信器は衛星か
らの信号を得られず、衛星の追尾ができぬ場合がある。その結果、統合型ＧＰＳ受信器通
信システムが位置決めできず、そのために位置情報を通信システムを介して公共安全対策
点（ＰＳＡＰ）における９１１番担当員へ送ることができない。
【０００５】
無線通信システムの位置決め達成を目指した他の従来方法が米国特許第５，６０４，７６
５号に記載してある。この特許は、航行指示を提供するために、ＣＤＭＡ航法信号を現存
の無線通信システムへ組み込む技術を開示している。移動ユニットはＧＰＳ受信器を含み
、セルラ基地局送信器、他の無線基地局送信器からの通信放送に入れ込んだＧＰＳ型の航
法信号を受信可能な通信システムを含む。この技術においては、移動システムがＧＰＳシ
ステム、通信システム双方を使用できる。すなわち、通信システムはＧＰＳ信号が遮断さ
れた場合、ＧＰＳ型の航法信号をセルラ通信信号内で使うことができ、ＧＰＳ衛星からの
ＧＰＳ信号を強化したり取り替えたりして位置決めを達成する。米国特許第５，６０４，
７６５号に記載のこの技術は、無線位置決めを行うためにセルラ・オーバレイを単に使う
セル電話よりも利点がある。また、位置決めを行うためにＧＰＳシステムを単に使う移動
ユニットよりも利点がある。しかしながら、無線セルラ信号にＧＰＳ信号を入れ込むこの
技術は、現存放送信号の改良を必要とし、よってセル系通信システムの基盤設備を大幅に
改良する必要が生じる。
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【０００６】
米国特許第５，３２７，１４４号は、セルラ電話のセルラ送信を用いて、送信した信号の
着信時間差（ＴＤＯＡ）を決定する位置決めシステムを」記述している。時間差はＧＰＳ
受信器を使って得られ、これによりセルラ送信時刻を記録し、セルラ電話機と複数のセル
地点との間で交わされるのセルラ送信間の時間差を計測する。しかし、ＧＰＳ受信器は、
セルラ電話機内のＧＰＳ受信器とＧＰＳ衛星のと間の疑似距離を決定するのに使用しない
。米国特許第５，５１２，９０８号には、セルラ送信を用いてセル電話機の位置をセルラ
送信着信時間差から決めるＴＤＯＡシステムが記述してある。ここでも、ＧＰＳ信号をセ
ル地点で使用し、これにより信号時間を記録して、信号移動時間差を計測している。ＧＰ
Ｓ信号はセルラ電話機内のＧＰＳ受信器とＧＰＳ衛星との疑似距離を決定するのに使用し
ていない。米国特許第５，６１２，７０３号は、往復信号時間計測に基づくセルラ通信シ
ステム内の位置決めシステムを記述している。米国特許第５，７２４，６６０号は、電話
機とセル地点との間のセルラ送信の信号強さを測ることによりセルラ電話機の位置を決定
する方法を記述している。測った位置は、位置決めを別途行ったＧＰＳ受信器から決定し
た位置と比較される。つまり、この特許技術では信号強さ計測値から得た位置をＧＰＳ計
測による位置と比較して位置決めをしている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
よって、様々な無線環境で位置決め可能で、ＧＰＳシステムのような全地球衛星航法シス
テムとセルラ形態系で実用の無線システムとを、両方使うシステムを提供することが望ま
れている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、衛星位置決めシステム（ＳＰＳ）と協働し、セル系通信信号中のメッセージ
の時間計測値を使って位置情報を処理する方法と装置とを提供する。本発明の方法の一例
において、ＳＰＳ受信器はＳＰＳ信号を少なくともひとつのＳＰＳ衛星から受け取る。セ
ル系通信信号は、ＳＰＳ受信器と接続された通信システムとＳＰＳ受信器から遠くに位置
する第１のセル系トランシーバとの間で送信される。これらセル系通信信号は無線通信信
号である。第１時間計測値を得る。この時間計測値は、第１セル系トランシーバと通信シ
ステムとの間のセル系通信信号内のメッセージの移動時間を表わす。また、第２時間計測
値、すなわちＳＰＳ衛星までの疑似距離と言える値も得る。この値はＳＰＳ衛星からＳＰ
Ｓ受信器までのＳＰＳ信号の移動時間を表わす。そして、ＳＰＳ受信器の位置を、少なく
とも第１計測値と第２計測値から、または通常、これらと第３計測値とから決定する。時
間計測を受けているセル系通信信号は一実施例においては二方向に情報メッセージを第１
セル系トランシーバと通信システムとの間で交信できる。
【０００９】
本発明の或る一実施例では、ＳＰＳ衛星までの疑似距離とセル地点までの疑似距離を、共
に使って移動統合ユニットの位置を決める。実施例によっては、一つのＧＰＳ衛星を視野
に置き、二つのセル系トランシーバ（セル地点）を移動ユニットとの無線通信に供する。
これにより、三つの疑似距離を使って移動ユニットの位置の決定が可能になる。無線通信
システムによる衛星位置決めシステムの強化は、送信機の位置を特定する航法信号または
ＧＰＳ型信号をセルラ系通信信号に組み込むこと無しに実施できる。よって、例えば移動
ユニットとセル地点との間に交信されるメッセージは音声や情報メッセージであって良い
。そして、これらメッセージを使って、セルラ疑似距離を決定するための時間計測を行っ
ても良い。これらメッセージは、９１１番メッセージ、あるいはＳＰＳ衛星までの疑似距
離を記述する疑似距離メッセージであっても良い。さらに、移動ユニットへ送られつつあ
るドップラ情報や他の支援情報（例えば、衛星位置推算用情報）であっても良い。
【００１０】
本発明の他の実施例においては、統合システムはＳＰＳ受信器とセルラ系通信トランシー
バのような通信システムとを含んでいる。ＳＰＳ受信器はＳＰＳ信号を受けることができ
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、かつＳＰＳ衛星からＳＰＳ受信器までのＳＰＳ信号の移動時間を表わす第１時間計測値
を決定するための情報（例えば、疑似距離）を提供することができる。この通信システム
はＳＰＳ受信器に接続されているので、と多く離れたセル系トランシーバと無線方式で交
信でき、かつ通信システムと遠隔地のセル系トランシーバとの間で交信のセル系通信信号
内に組み込んだメッセージの移動時間を表わす第２時間計測値を決定するための情報（例
えば、記録時間値またはセルラ疑似距離）を提供できる。セル系通信信号は、前記通信シ
ステムと前記遠隔地のセル系トランシーバとの間でメッセージ（例えば、音声や情報）を
交信させることができる。遠隔地の統合システムの位置は、少なくとも第１と第２時間計
測値の組み合わせから決めることが可能である。この組み合わせは、時間計測値が定める
計測域内に納まっている。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の、他の様々な側面と諸実施例とを、以下さらに記述する。
【００１２】
本発明を実施例に沿って説明するが、本発明は添付の図面に限定されるものではない。添
付図面において、同じ参照記号は同様な構成要件を示す。
【００１３】
本発明は、衛星測位受信機およびセルベースの通信システムを有する移動受信機の場所を
決定するために衛星位置情報を拡大するためのセルベースの通信信号の使用に関する。以
下の説明および図面は、本発明の例証となるが、本発明を制限するとして解釈されてはな
らない。多数の特定の詳細が、本発明の完全な理解を提供するために説明される。しかし
ながら、一定の例では、周知のまたは従来の詳細は、本発明を詳しく不必要に不明確にし
ないために記述されていない。
【００１４】
本発明の１つの実施形態においては、本発明に従ったシステムが以下の２つの要素から成
り立っている：（１）ＧＰＳなどの衛星測位システム、および（２）各セルがその信号有
効範囲ゾーンで画定され、いくつかのセルがおそらく重複している（セルラーと呼ばれる
ことのある）セルベース(cell based)の構成で配備されている無線ラジオ通信システムで
ある。セルベース無線ラジオ通信システムの１つの例は、米国セルラー電話（ＡＭＰＳ）
信号である。セルベース無線ラジオ通信システムのそれ以外の例は、そのすべてが周知で
あるＣＤＭＡシステム、ＴＤＭＡシステム、ＧＳＭシステム、ＰＣＳシステムおよびＩＳ
Ｍシステムを含む。信号を送信および／受信し、セルラートポロジー(cellular topology
)で配備されている基地サイトを含む任意の無線セルベースの通信システムは、ＧＰＳシ
ステムなどの衛星測位システムを拡大するために本発明で使用されてよい。
【００１５】
セルベースの通信信号は、セルサイトと統合された無線通信システム／ＳＰＳ受信機の間
で移動するセルベースの通信システムでのメッセージの移動の時間を引き出すために使用
されてよい。セルベースの通信信号内でのメッセージの移動の時間は、セルサイトに中心
があり、半径が測定時間期間中に無線波によって移動される距離に等しい、三次元での球
および二次元での円を画定する。これらの時間測定値は、特に、ＳＰＳ衛星からＳＰＳ信
号の妨害があるとき、あるいはＳＰＳシステムが適切な位置情報を与えないそれ以外の状
況において、ある実施形態に従って衛星擬似距離測定値を増強するために使用される。
【００１６】
１つの実施形態においては、統合無線通信システム／ＳＰＳ受信機は、ＳＰＳ衛星および
セルベースの無線通信信号を含むすべての使用可能な信号から測位情報または到着時間情
報を引き出し、それらを対応するタイミング情報とともに、位置導出について後述される
位置決めサーバなどの遠隔基地局に伝送してよい。測位情報（擬似距離測定値）は、異な
るソースから導出できるため、適切な加重方式が、拡大された解決策を最適化するために
、その概算エラーに従って測定値を加重するために使用できる。代替実施形態においては
、統合無線通信システム／ＳＰＳ受信機は、遠隔位置決めサーバの補助なしにその場所を
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計算するために測位情報を使用してよい。それから、それは情報をメモリに記憶する、お
よび／または無線セルベース通信システムを通してそれを被呼者または発呼者に伝送する
ことができる。
【００１７】
正確なタイミング情報が移動統合通信システム／ＳＰＳ受信機で入手できない場合には、
到着時間測定値が位置決めサーバ、またはセルベースの通信信号の送受の正確なタイミン
グを引きさすために使用できる、好ましくは受信された衛星ナビゲーション信号からタイ
ミング情報を引き出す方法を有するなんらかの他のサイトに転送されてよい。
【００１８】
移動統合通信システム／ＧＰＳ受信機の遠隔に位置している位置決めサーバと一緒の構成
は、到着時間測定値での共通モードのエラーを削除するために使用できる。いくつかの共
通モードエラーは、衛星ナビゲーションシステムエラーのためであり、いくつかの（特に
タイミングエラー）は、無線通信システムでのシステムエラーのためだろう。ある場合で
は、最も減衰されていない衛星信号からのＧＰＳ時間は、衛星への擬似距離を決定するた
め、および位置決めサーバでＧＰＳ時間を確立するために使用されたＳＰＳ信号の集合体
のＧＰＳ時間を確立するために使用されてよい。このようにして、位置決めサーバでの時
間および擬似距離測定値の時間（例えば、そこから擬似距離が求められたＳＰＳ信号が収
集されたとき）は、同じソースから引き出され、共通モードエラーは抹消されるだろう。
デジタルＣＤＭＡセルラーシステムなどのいくつかの例では、正確なタイミング情報がＣ
ＤＭＡセルラー通信信号に埋め込まれ、このタイミング情報はＣＤＭＡ通信信号でのメッ
セージの受信の時間、およびＣＤＭＡ通信信号内でのメッセージの伝送の時間を引き出す
ために使用することができる。
【００１９】
図２は、本発明のシステム１０１の一例を示す。システムは、そのそれぞれが、特定の地
理学上の地方または場所にサービスを提供するように設計されている、複数のセルサイト
を含むセルベースの通信システムを含む。このようなセルラーベースまたはセルベースの
通信システムの例は、セルベースの電話システムなどの、技術で周知である。図２は、図
１に示されているようなセルの重複を示すために描画されていないことが理解されるだろ
う。ただし、セルの信号有効範囲ゾーンは、実際には図１にあるように重複しないことが
あるが、これは本発明には必要とされていない。セルの信号有効範囲ゾーンが実際に重複
する場合には、セルラーシステムからの追加補助測定値が、後述されるように本発明に従
って使用するために入手できることが理解されるだろう。図１に図示されているようなセ
ルベースの通信システムは、セル１０２、１０３、および１０４を含む。対応するセルサ
イトおよび／またはセルラーサービス領域の複数のセルが、システム１０１に含まれ、移
動交換機センター１０５および移動交換機センター１０６などの１つまたは複数のセルベ
ースの交換機センターに接続されてもよいことが理解されるだろう。セル１０２などの各
セルの中では、典型的には、セルベースの通信信号および移動ＳＰＳ受信機を使用して通
信するための受信機および送信機を含む、通信システムとのセルベース通信信号を使用す
る無線通信媒体を通して通信するように設計されているセル基地局１０２ａなどの（セル
サイトまたはセルベースと呼ばれることもある）無線セル基地局がある。この結合された
通信システムおよび移動ＳＰＳ受信機は、図２に示されている受信機１０２ｂなどの結合
されたシステムを提供する。ＳＰＳ受信機および通信システムを有するこのような結合さ
れたシステムの一例が図４に示されており、ＳＰＳアンテナ７７および通信システムアン
テナシステム７９の両方を含んでよい。各セルサイトは、典型的には移動交換機センター
（ＭＳＣ）に接続されている。図２においては、セルサイト１０２ａおよび１０３ａは、
それぞれコネクション１０２ｃおよび１０３ｃを通して交換機センター１０５に接続され
、セルベース１０４ａは、コネクション１０４ｃを通して異なる移動交換機センター１０
６に接続されている。これらのコネクションは、典型的には、各セルベースと移動交換機
センター１０５と１０６の間での無線コネクションである。各セルベースは、特定のセル
サイト／ベースによってサービスを提供されている通信システムと通信するためのアンテ
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ナを含む。１つの例では、セルサイトは、セルサイトによってサービスを提供されている
領域内での移動セルラー電話と通信するセルラー電話セルサイトであってよい。
【００２０】
本発明の典型的な実施形態においては、受信機１０２ｂなどの移動ＳＰＳ受信機は、ＳＰ
Ｓ受信機と通信システムの両方が同じハウジング内に封入されるように、ＳＰＳ受信機と
統合されているセルベースの通信システムを含む。これの１つの例が、セルラー電話トラ
ンシーバと共通の回路を共用する統合されたＧＰＳ受信機を有するセルラー電話である。
この結合されたシステムがセルラー電話通信に使用されるとき、伝送は受信機１０２ｂと
セルベース１０２ａの間で発生する。それから、受信機１０２ｂからセルベース１０２ａ
への伝送は、移動交換機センター１０５へ、それから移動交換機センター１０５によって
サービスを受けているセル内の別のセルラー電話、またはコネクション（典型的には有線
）を介して陸上ベースの電話システム／ネットワーク１１２を通した別の電話のどちらか
へコネクション１０２ｃ上で伝播される。用語、有線が光ファイバーおよび銅ケーブル布
線等のその他の被無線コネクションを含むことが理解されるだろう。受信機１０２ｂと通
信しているその他の電話からの伝送は、コネクション１０２ｃおよびセルサイト１０２ａ
を通して、従来のように、移動交換機センター１０５から受信機１０２ｂに戻される。典
型的には、セルベース１０２ａなどの各セルベースは、ＳＰＳ受信機を含む（あるいは少
なくともＳＰＳ時間を受信するために接続される）だろう。ＳＰＳ受信機は、セルベース
から移動装置へのメッセージの伝送の時刻にタイムスタンプを押し、移動装置からのセル
ベースでのメッセージの受信の時刻にタイムスタンプを押すために使用される。このよう
にして、セルベース通信信号内のメッセージの移動装置とセルベースの間の移動の時間を
求めることができる。この移動の時間は、セルラー擬似距離と呼ばれてよい。本発明の１
つの例では、伝送の時間およびメッセージの受信の時間が、メッセージのための移動の時
間を計算するＧＰＳ位置決めサーバに送信され、それによってセルラー擬似距離を求める
。
【００２１】
図２の例においては、各移動交換機センター（ＭＳＣ）は、１つの実施形態において信号
方式７番（ＳＳ７）ネットワークとも呼ばれるネットワークを通して少なくとも１つの地
方の短メッセージサービスセンター（ＳＭＳＣ）に結合される。このネットワークは、短
メッセージ（例えば、制御情報とデータ）を電話網の要素の間で渡すことができるように
するように設計されている。図２が一例を示し、複数のＭＳＣが１つの地域ＳＭＳＣに接
続できることが理解されるだろう。該ＳＳ７ネットワークは、ＭＳＣ１０５と１０６を地
域ＳＭＳＣ１０７と１０８に相互接続するコネクション１０５ａ、１０５ｂおよび１０６
ａによって表される。図２の例は、それぞれコネクション１０７ａと１０８ａを通して地
域ＳＭＳＣ１０７と地域ＳＭＳＣ１０８に接続されている２つのＧＰＳ位置決めサーバ１
０９と１１０も示す。図２の分散システムの１つの実施形態においては、コネクション１
０７ａおよび１０８ａは、多様な地域ＳＭＳＣを多様なＧＰＳ位置決めサーバと相互接続
する恒久的なパケット交換データネットワークの一部である。これによって、各地域ＳＭ
ＳＣは、位置決めサーバでの輻輳、あるいは位置決め装置の故障の場合に使用できるどち
らかのＧＰＳ位置決め装置への位置決めサービスに対する要求を送るためのルータとして
の役割を果たすことができる。このようにして、地域ＳＭＳＣ１０７は、位置決めサーバ
１０９が輻輳、または故障している場合、あるいはそれ以外の場合位置決めサービス要求
を満たすことができない場合に、位置決めサービス要求を移動ＧＰＳ受信機１０２ｂ（例
えば、移動ＧＰＳ受信機１０２ｂは、統合セル電話上での９１１にダイヤルする）からＧ
ＰＳ位置決めサーバ１１０に送ってよい。
【００２２】
各ＧＰＳ位置決めサーバは、典型的には、微分ＧＰＳ補正および衛星天体位置推算表(eph
emeris)データをＧＰＳ位置決めサーバに提供するＧＰＳ基準ステーションの広域ネット
ワークに接続されている。ＧＰＳ基準ネットワーク１１１として示されるＧＰＳ基準ステ
ーションのこの広帯域ネットワークは、典型的には、専用パケット交換データネットワー
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クを介して各ＧＰＳ位置決めサーバに結合される。したがって、位置決めサーバ１０９は
、コネクション１０９ａを通してネットワーク１１からデータを受信し、コネクション１
１０ａを介してネットワーク１１１からデータを受信する。代わりに、ＧＰＳ基準受信機
は、衛星天体位置推算表、ＧＰＳ測定値またはローカルエリア微分コネクションおよびＧ
ＰＳ位置決めサーバへのＧＳ時間を提供するために、各位置決めサーバで使用されてよい
。図２に示されているように、各ＧＰＳ位置決めサーバは、２つのアプリケーションサー
バ１１４と１１６が接続されている）公衆電話交換網（ＰＳＴＮ）１１２にも接続されて
いる。
【００２３】
２つのＧＰＳ位置決めサーバは、１つの実施形態においては、移動ＧＰＳ受信機によって
受信されるＧＰＳ信号を使用して移動ＧＰＳ受信機（例えば、受信機１０２ｂ）の位置を
求めるために使用される。
【００２４】
各ＧＰＳ位置決めサーバが、移動ＧＰＳ受信機および衛星天体位置推算表から擬似距離(p
seudoranges)を、およびＧＰＳ基準ネットワークから微分補正データを受信し、移動ＧＰ
Ｓ受信機のための位置を計算し、それからこの位置は、該位置がアプリケーションサーバ
でユーザに提示される（例えば、マップ上に表示される）アプリケーションサーバの１つ
（または両方）に対してＰＳＴＮを通して送信されるだろう。通常、ＧＰＳ位置決めサー
バは、ＧＰＳ位置決めサーバでの位置を計算するが、（例えば、表示装置によって）提示
しない。アプリケーションサーバは、ＧＰＳ受信機の位置を決定し、その位置を特定のア
プリケーションに報告するために、移動交換機センターを通して、ある特定の移動ＧＰＳ
受信機との会話を開始するＧＰＳ位置決めサーバへ、セルの内の１つでのある特定のＧＰ
Ｓの位置について、要求を送信してよい。別の実施形態においては、ＧＰＳ受信機の位置
決定は、移動ＧＰＳ受信機のユーザによって開始されてよく、例えば、移動ＧＰＳ受信機
のユーザは、移動ＧＰＳ受信機の場所での緊急状況を示すためにセル電話の９１１（また
は「位置決め」ボタンなどの何か他のボタン）を押してよく、これがここに説明されるよ
うに位置決めプロセスを開始してよい。
【００２５】
移動ＳＰＳ受信機がその位置を決定する代替実施形態においては、ＧＰＳ位置決めサーバ
は、場所に適切な衛星天体位置推算表情報を、移動ＳＰＳ受信機に伝送させてよい。この
移動ＳＰＳ受信機は、衛星擬似距離を決定し、受信された衛星天体位置推算表情報から衛
星位置を計算し、セルラー擬似距離（およびそれが通信しているセルサイトの場所）を求
める。衛星擬似距離、衛星位置、セルラー擬似距離、およびセルサイト位置を使用して、
移動ＳＰＳ受信機自体がその位置を決定する。
【００２６】
セルラーベース、またはセルベースの通信システムとは、そのそれぞれが、時間の任意の
瞬間に事前に定義された、異なる地理学上の領域にサービスを提供する複数の送信機を有
する通信システムであることに注意する必要がある。典型的には、各送信機は、カバーさ
れている領域は特定のセルラーシステムに依存するが、２０マイル未満の地理学上の半径
を有するセルにサービスを提供する無線送信機である。セルラー電話、ＰＣＳ（パーソナ
ル通信システム）、ＳＭＲ（特殊無線電話）システム、片方向および双方向ページャーシ
ステム、ＲＡＭ、ＡＲＤＩＳ、および無線パケットデータシステムなどの多数の種類のセ
ルラー通信システムがある。典型的には、事前に定義されている地理学上の領域はセルと
呼ばれ、複数載セルはいっしょに１つのセルラーサービスエリアに分類され、これらの複
数のセルは、陸上ベースの電話システムおよび／またはネットワークにコネクションを提
供する１つまたは複数のセルラー交換機センターに結合される。したがって、複数のサー
ビスエリア内のセルが１つの交換機センターに接続されている場合がある。代わりに、１
つのサービスエリア内のセルが、特に人口密度の高い区域のさまざまな交換機センターに
接続されていることもある。一般的には、サービスエリアは、互いに密な地理学上の近接
内のセルの集合体と定義されている。前記説明に適合する別のクラスのセルラーシステム
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は衛星ベースであり、セルラー基地局またはセルサイトが、典型的に地球を周回する衛星
である。これらのシステムにおいては、セルセクタおよびサービスエリアは、時間の関数
として移動する。このようなシステムの例が、イリジウム（Ｉｒｉｄｉｕｍ）、グローバ
ルスター（Ｇｌｏｂａｌｓｔａｒ）、オーブコム（Ｏｒｂｃｏｍｍ）、およびオデッセイ
‘Ｏｄｙｓｓｅｙ）を含む。
【００２７】
図３は、図２のＧＰＳサーバ１０９またはＧＰＳサーバ１１０として使用されてよいＧＰ
Ｓ位置決めサーバ５０の一例を示す。図３のＳＰＳ位置決めサーバ５０は、フォールトト
レラント(fault-tolerant)デジタルコンピュータシステムであってよいデータ処理装置５
１を含む。ＳＰＳ位置決めサーバ５０は、モデムまたはその他の通信インタフェース５２
、およびモデムまたはその他の通信インタフェース５３、およびモデムまたはその他の通
信システム５４も含む。これらの通信インタフェースは、ネットワーク６０、６２、およ
び６４として図示されている３つの異なるネットワーク間で、図３に図示されている位置
決めサーバへの、および位置決めサーバからの情報の交換に接続性を提供する。ネットワ
ーク６０は、移動交換機センターまたはセンタおよび／または陸上ベースの電話システム
交換機またはセルサイトを含む。このネットワークの一例が、ＧＰＳサーバ１０９が図３
のサーバ５０を表す図２に示されている。このようにして、ネットワーク６０は、移動交
換機センター１０５と１０６、およびセル１０２、１０３、および１０４を含むと見なさ
れてよい。ネットワーク６４は、それぞれが通常通信インタフェース付きのコンピュータ
システムであるアプリケーションサーバ１１４と１１６を含むと考えられてよく、典型的
には９１１緊急電話に答えるコントロールセンターである１つまたは複数の「ＰＳＡＰ」
（公衆安全回答ポイント(Public Safety Answering Point)）を含んでもよい。図２のＳ
ＰＳ基準ネットワーク１１１を表すネットワーク６２は、微分ＳＰＳ補正情報を提供し、
衛星天体位置推算表データを含むＳＰＳ信号データもデータ処理装置に提供するように設
計されているＳＰＳ基準受信機である。サーバ５０が非常に広い地理学上の領域にサービ
スを提供するとき、オプションＳＰＳ受信機５６などの局所的なオプションのＳＰＳ受信
機は、この領域全体で移動ＳＰＳ受信機の視野内にあるすべてのＳＰＳ衛星を観察するこ
とはできない可能性がある。したがって、ネットワーク６２は、衛星天体位置推算表デー
タ（典型的には、１つの実施形態においては、未処理衛星ナビゲーションメッセージ全体
の一部として）および本発明に従って広域で適用可能な微分ＳＰＳ補正データを収集、提
供する。
【００２８】
図３に示されているように、大容量記憶装置デバイス５５が、データ処理装置５１に接続
されている。典型的には、大容量記憶装置５５は、図２の受信機１０２ｂなどの移動ＧＳ
受信機から擬似距離を受信した後に、ＧＰＳ位置の計算を実行するためのソフトウェアの
記憶装置を含むだろう。これらの擬似距離は、通常、セルサイトおよび移動交換機センタ
ー、およびモデムまたはその他のインタフェース５３を通して受信される。該大容量記憶
装置デバイス５５は、少なくとも１つの実施形態においては、ＧＰＳ基準ネットワーク３
２によってモデムまたはその他のインタフェース５４を通して提供される衛星天体位置推
算表データおよび微分ＳＰＳ補正データを受信し、使用するために使用されるソフトウェ
アも含む。該代用用記憶装置デバイス５５は、典型的には、ＧＰＳ位置決めサーバによっ
てサービスを提供されるセルサイトの場所を指定するデータベースを含むだろう。これら
の場所は、統合通信システム／ＧＰＳ受信機などの移動装置の位置を決定するためのセル
ラー擬似距離と使用される。
【００２９】
本発明の典型的な実施形態においては、（図３のネットワーク６２として図示されている
）図２のＧＰＳ基準ネットワーク１１１が、ＧＰＳ基準ネットワーク内の多様な基準受信
機の司会内の衛星からの未処理の衛星ナビゲーションメッセージだけではなく微分ＧＰＳ
情報も提供するので、オプションのＳＰＳ受信機５６は必要ではない。モデムまたはその
他のインタフェース５４を通してネットワークから得られる衛星天体位置推算表データは
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、移動ＧＰＳ受信機の位置情報を計算するために、移動ＧＰＳ受信機から得られる擬似距
離とともに従来のように使用されてよいことが理解されるだろう。インタフェース５２、
５３および５４は、それぞれ、ネットワーク６４の場合でのようにその他のコンピュータ
システムに、ネットワーク６０の場合での用にセルラーベース通信システムに、およびネ
ットワーク６２でのコンピュータシステムなどの送信デバイスにデータ処理装置を接続す
るためのモデムまたはそれ以外の適切な通信インタフェースであってよい。１つの実施形
態においては、ネットワーク６２は、地理学上の領域で分散されている複数のＧＰＳ基準
受信機を含むことが理解されるだろう。いくつかの実施形態においては、いどうＧＰＳ受
信機とセルラーベース通信システムを通して通信しているセルサイトまたはセルラーサー
ビスエリアの近くの受信機５６から得られる微分ＧＰＳ補正情報が、移動ＧＰＳ受信機の
近似場所に適切である微分ＧＰＳ補正情報を提供するだろう。それ以外の場合では、ネッ
トワーク６２からの微分補正は、ＧＰＳ受信機の場所に対して適切な微分補正を計算する
ために結合されてよい。
【００３０】
図４は、ＳＰＳ受信機および通信システムトランシーバを含む汎用結合システムを示す。
１つの例では、通信システムトランシーバはセルラー電話である。システム７５は、ＳＰ
Ｓアンテナ７７を含むＳＰＳ受信機７６、および通信アンテナ７９を有する通信トランシ
ーバ７８を含む。該ＳＰＳ受信機７６は図４に図示されているコネクション８０を通して
通信トランシーバ７８に結合される。１つの運転モードにおいては、通信システムトラン
シーバ７８が、アンテナ７９を通して近似ドップラー情報を受信し、この近似ドップラー
情報をリンク８０上で、ＳＰＳアンテナ７７を通してＳＰＳ衛星からＳＰＳ信号を受信す
ることによって擬似距離の決定を実行するＧＰＳ受信機７６に提供される。それから、決
定される擬似距離は、通信システムトランシーバ７８を通してＳＰＳ位置決めサーバに送
信される。典型的には、通信システムトランシーバ７８は、アンテナ７９を通して、それ
からこの情報をＳＰＳ位置決めサーバに戻すセルサイトに信号を送信する。システム７５
の多様な実施形態の例は、技術で既知である。例えば、米国特許第５，６６３，７３４号
は、結合されたＳＰＳ受信機と、改善されたＳＰＳ受信システムを活用する通信システム
の一例を説明する。結合されたＳＰＳと通信システムの別の例は、１９９６年５月２３日
に出願された同時係属出願第０８／６５２，８３３号に説明されている。ＳＰＳ受信機を
有する多数の代替通信システムだけではなく、図４のシステム７５も、典型的には、移動
装置でのメッセージの受信時刻および移動装置からのメッセージの伝送時刻のタイムスタ
ンプを押すだろう。特に、システム７５は、メッセージの移動装置での受信の時刻および
移動装置からの別のメッセージの伝送の時刻にタイムスタンプを押すために、（ＧＳ衛星
から受信される）ＧＰＳ時間を使用するか、（好ましい実施形態における）ＣＤＭＡ伝送
からの時間を使用してよい。代わりに、ＣＤＭＡ信号はスペクトル拡散（ＤＳＳＳ）信号
であるため、システム７５は、セルラー擬似距離を提供するために受信された信号を逆拡
散することによって片方向信号の移動の時間を引き出すことができる。ＣＤＭＡセルサイ
トによって生成されるＣＤＭＡ信号はＧＰＳ時間に同期され、それはスペクトル拡散コー
ドおよびデータ偏重の両方を有する。スペクトル拡散コード変調を使用すると、ＣＤＭＡ
セルラー受信機は、相関関係動作を通して、ＣＤＭＡ信号の移動の時間を正確に決定する
ことができ、データ変調は伝送の時間を提供する。好ましい実施形態においては、移動装
置でのメッセージの受信時刻および移動装置からの別のメッセージの伝送の時刻は、移動
装置で求められ、移動装置からＧＰＳ位置決めサーバへセルサイトを通して送信される。
これらの時刻は、それからＧＰＳ位置決めサーバで（セルサイトからの対応する時刻とと
もに）メッセージのセルラー擬似距離を求めるために使用されるだろう。
【００３１】
図５は、ＧＰＳ基準ステーションの１つの実施形態を示す。各基準ステーションがこのよ
うにして構築され、通信網または媒体に接続されてよいことが理解されるだろう。典型的
には、図５のＧＰＳ基準ステーション９０などの各ＧＰＳ基準ステーションは、アンテナ
９１の視野にあるＧＰＳ衛星からＧＰＳ信号を受信するＧＰＳアンテナ９１に接続される
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二重周波数ＧＰＳ基準受信機９２を含むだろう。ＧＰＳ基準受信機は、技術で周知である
。ＧＰＳ基準受信機９２は、本発明の１つの実施形態に従って、受信機９２からの出力と
して少なくとも２種類の情報を提供する。擬似距離出力および／または擬似距離微分補正
９３は、プロセッサおよびネットワークインタフェース９５に提供され、これらの擬似距
離出力は、ＧＰＳアンテナ９１の視野にあるそれらの衛星について従来のように擬似距離
微分補正を計算するために使用される。該プロセッサおよびネットワークインタフェース
９５は、技術で周知であるように、ＧＰＳ基準受信機からデータを受信するためのインタ
フェースを備える従来のデジタルコンピュータシステムであってよい。該プロセッサ９５
は、典型的には、ＧＰＳアンテナ９１の視野にある各衛星について適切な擬似距離補正を
決定するために擬似距離データを処理するように設計されているソフトウェアを含むだろ
う。これらの擬似距離補正は、それから、通信ネットワークまたはその他のＧＰＳ基準ス
テーションが典型的には接続される媒体９６へネットワークインタフェースを通して伝送
される。該ＧＰＳ基準受信機９２は、衛星天体位置推算表データ出力９４も提供する。こ
のデータは、図２のＧＰＳ基準ネットワークに含まれる通信網９６にこのデータを伝送す
るプロセッサおよびネットワークインタフェース９５に提供される。
【００３２】
該衛星天体位置推算表データ出力９４は、典型的には、各ＧＰＳ衛星から受信される実際
のＧＰＳ信号の中で符号化される未処理の５０ボーのナビゲーションバイナリデータ全体
の少なくとも一部を提供する。この衛星天体位置推算表データは、ＧＰＳ衛星からＧＰＳ
信号内の毎秒５０ビットデータストリームとして同報送信されるナビゲーションメッセー
ジの一部であり、ＧＰＳ　ＩＣＤ－２００文書に詳細に説明される。該プロセッサおよび
ネットワークインタフェース９５は、この衛星天体位置推算表データ出力９４を受信し、
リアルタイムまたはほぼリアルタイムで通信網９６にそれを伝送する。後述されるように
、通信網に送信されるこの衛星天体位置推算表データは、後に、本発明の態様に従う多様
なＧＰＳ位置決めサーバでネットワークを通して後に受信される。
【００３３】
本発明の一定の実施形態においては、衛星天体位置推算表データメッセージなどのナビゲ
ーションメッセージの一定のセグメントだけが、ネットワークインタフェースおよび通信
網に対する大域幅要件を引き下げるために位置決めサーバに送信されてよい。典型的には
、また、このデータは連続して提供される必要はない。例えば、５つすべてのフレームを
いっしょにではなくむしろ天体位置推算表を含む第１の３つのフレームだけが定期的に通
信網９６に伝送されてよい。本発明の１つの実施形態においては、位置決めサーバが、Ｎ
ｏｒｍａｎ　Ｆ．Ｋｒａｓｎｅｒによって１９９７年２月３日に出願された米国特許出願
出願番号第０８／７９４，６４９号に説明されている方法などの、衛星データメッセージ
に関係する時間を測定するための方法を実行するために、１つまたは複数のＧＰＳ基準受
信機からネットワークに伝送されるナビゲーションメッセージ全体を受信してよいことが
理解されるだろう。ここに使用されているように、用語「衛星天体位置推算表データ(sat
ellite ephemeris data)」は、ＧＰＳ衛星によって伝送される衛星ナビゲーションメッセ
ージ（例えば５０ボーのメッセージ）、または少なくともこの衛星天体位置推算表データ
の数学的な表記の一部にすぎないデータを含む。例えば、用語衛星天体位置推算表データ
は、少なくとも、ＧＰＳ衛星から伝送されるＧＰＳ信号に符合化される５０ボーデータメ
ッセージの一部の表記を指す。また、ＧＰＳ基準受信機９２が、衛星天体位置推算表デー
タを含む２進データ出力９４を提供するために、基準受信機９４の視野のさまざまなＧＰ
Ｓ衛星からのさまざまなＧＰＳ信号を復号化したことも理解されるだろう。
【００３４】
図６は、セルベース通信信号内のメッセージがＧＰＳシステムなどの衛星測位システムか
らの時間測定値を拡大するために使用されてよい時間測定値を提供するために使用される
、本発明に従った方法の例を示す。本発明では、セルベース通信信号内のメッセージは、
送信機の位置を指定するか、ＧＰＳ状の信号である埋め込まれたナビゲーション信号では
ない。むしろ、これらのメッセージは、音声メッセージまたはデータメッセージなどの任
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意のデータであってよく、メッセージは、典型的には、移動通信システムとセルベースト
ランシーバまたはセルサイトの間で双方向に通信されてよい。例えば、これらのメッセー
ジは、ドップラーまたはセルサイトから移動統合通信システム／ＧＰＳ受信機へ提供され
る（例えば、近似場所または時間）その他の補助情報であってよいか、あるいはそれは統
合通信システム／ＧＰＳ受信機からの９１１電話呼であってよいか、あるいはそれは移動
装置からセルサイトに、最終的には本発明の１つの実施形態においてのように位置決めサ
ーバへ通信されているＧＰＳ受信機によって求められるＧＰＳ衛星までの擬似距離であっ
てよい。このようにして、これらのメッセージは、典型的には、双方向通信を行うことが
でき、任意のデータであってよく、埋め込まれた(embedded)ナビゲーションしんごうであ
ってはならない。
【００３５】
図６に図示されているような方法は、ＧＰＳ信号が移動統合通信システム／ＧＰＳ受信機
で受信され、少なくとも１つのＧＰＳ衛星までの擬似距離が求められるステップ２０１で
開始する。この１つの擬似距離は、ＧＰＳ衛星から移動ＧＰＳ受信機までのＧＰＳ信号の
移動の時間を表す。ステップ２０３では、無線セルベースの通信信号内のメッセージの伝
送が発生する。この伝送から、ステップ２０５では、統合通信システム／ＧＰＳ受信機と
第１セルサイトでの無線セルベーストランシーバの間の無線セルベース通信信号内のメッ
セージの移動の時間を表す時間測定値が求められる。移動統合通信システム／ＧＰＳ受信
機が複数のセルサイトと通信できる場合には、移動装置と複数載せるサイト間のメッセー
ジの移動の時間を表す複数の時間測定値が求められてよい。同じメッセージまたは異なる
メッセージは、移動装置と複数のセルサイト間で送信されてよく、時間測定値はこれらの
メッセージから得られてよい。これらの時間測定値は、セルラー擬似距離またはセルベー
スの擬似距離と呼ばれてよい。特に少なくとも２つのＧＰＳ衛星までの擬似距離も決定で
きる場合には、複数のセルラー擬似距離を有すると、三次元位置決定を行う確率が高まる
傾向がある。
【００３６】
ステップ２０７では、衛星擬似距離および無線セルベーストランシーバの位置を決定する
ためのデータを収集するときのＧＰＳ衛星の位置が、決定される。この位置データは、移
動装置の位置を決定するために擬似距離とともに使用されるだろう。ステップ２０９では
、通信システムと統合されているＧＰＳ受信機の位置が、少なくとも１つのＧＰＳ衛星ま
での擬似距離から、および無線セルベース通信信号内のメッセージの時間測定値から、お
よびＧＰＳ衛星天体位置推算表データおよび移動統合装置の通信システムと通信していた
無線セルベーストランシーバの位置から決定される。典型的には、位置は、別のＧＰＳ衛
星までの別の擬似距離または通信システムと別の無線セルベーストランシーバ間の無線セ
ルベース信号内のメッセージの別の時間測定値などの追加情報に基づいて求められる。セ
ルラーオーバレイがセルの間で存在する場合、および通信システムが２つのセルサイトと
通信できる場合、および２つのＧＰＳ衛星が獲得され、その擬似距離が求められた場合、
４つの擬似距離が、移動装置の位置を求める際に使用するために入手可能であることが理
解されるだろう。
【００３７】
１つの実施形態においては、移動装置自体が、ＧＰＳ衛星から、または別のソースから（
例えば、セルベースの通信信号を通して）衛星天体位置推算表データを受信し、衛星擬似
距離とセルラー擬似距離を受信するか、決定することによって、およびセルベース無線通
信システム内でそれがメッセージと通信中であるある特定の１つまたは複数のセルサイト
の位置を指定するローカルデータベースを使用することによって、その位置を決定してよ
い。代替実施形態においては、擬似距離測定値が位置決めサーバに送信され、位置決めサ
ーバが衛星天体位置推算表データを受信し、統合移動装置内の通信システムと通信中のセ
ルサイトの位置を受信するか、それ以外の場合決定するクライアントサーバアーキテクチ
ャが使用される。
【００３８】
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本発明の別の例を説明する前に、測定値の最小セットおよびその組み合わせを考慮できる
ように、システム内の未知数を識別することが望ましい。
【００３９】
遠隔ＳＰＳ受信機にかする限り、未知数とは、三次元位置決定のためのクロックエラーｔ
（ＳＰＳ＿ｒｃｖｒ）、および（ｘ、ｙ、ｚ）、あるいは二次元位置決定のための（ｘ、
ｙ）である。セルサイトトランシーバに関する限り、未知数は、トランシーバクロックエ
ラーｔ（ｃｅｌｌ＿ｔｒｃｖｒ）である。セルサイトトランシーバは、それがＧＰＳであ
るか、あるいは照準（ｒａｎｇｉｎｇ）アプリケーションで有効であるためのなんらかの
時間である場合に、なんらかの共通システム時間に同期されなければならない。選ばれた
基準時間に関係なく、セルサイト基地局は完全に同期することはできない。任意のセルベ
ース同期タイミングエラーは、セルラー擬似距離エラーを生じさせる（タイミングエラー
の１ナノ秒は、信号が光の速度で伝播すると仮定して、照準エラーの１フィートに同等で
ある）。しかしながら、以下の測定値の最小セットの導出では、セルベーストランシーバ
間の同期は完璧であると仮定されるだろう。セルサイトでのトランシーバアンテナの位置
は、正確に知られると仮定される。アンテナ位置決めでのエラーは、セルラー擬似距離エ
ラーに変換される。
【００４０】
二次元位置決定が、最初に考慮される。三次元位置決めは、二次元の場合の単純な拡大で
ある。
【００４１】
ＧＰＳシステム時間に同期されているセル基地局トランシーバの状況の場合では、合計３
つの未知数がある。つまり、２つの空間エラー（ｘとｙ）、および１つの時間エラーであ
る。基地局トランシーバクロックｔ（ｃｅｌｌ＿ｔｒｃｖｒ）およびＳＰＳ受信機クロッ
クｔ（ＳＰＳ＿ｒｃｖｒ）は共通基準時間に従属装置として作動させられるため、１つの
時間エラーしかない。これを検討する別の方法は、移動の時間、または両方とも１つの共
通の時間のソース―ＧＰＳシステム時間に同期されているＳＰＳ受信機およびセルラート
ランシーバクロックによって測定される２倍の差異である、セルラー擬似距離を考慮する
ことである。３つの未知数は、３つの独立した測定値を必要とする。ｉ＋ｊが３より大き
いまたは３に等しい場合のｉ　ＳＰＳ擬似距離とｊセルラー擬似距離の組み合わせである
。好ましい実施形態は、サーバ／クライアントアーキテクチャアプローチおよび特に機能
拡張されている９１１アプリケーションでの通信リンク要件を満たすために少なくとも１
つのセルラー基地局と通信しなければならない。各独立セルラー擬似距離は、時間測定値
を生じさせるセルベーストランシーバを必要とする。したがって、ｉセルラー擬似距離と
は、ｉ回の測定を行うｉ個の別個のセルラー基地局を意味する。
【００４２】
非ＧＰＳシステム時間に同期されているセル基地局トランシーバの状況の場合においては
、合計４つの未知数がある。つまり、２つの空間エラー（ｘとｙ）および２つの時間エラ
ー（トランシーバクロックｔ（ｃｅｌｌ＿ｔｒｃｖｒ）エラーおよびＳＰＳ受信機クロッ
クｔ（ＳＰＳ＿ｒｃｖｒ）エラー）である。
【００４３】
４つの未知数は、４つの独立した測定値を必要とする。つまり、ｉ＋ｊが４より大きいか
、４に等しい場合のｉ　ＳＰＳ擬似距離とｊセルラー擬似距離の組み合わせである。例え
ば、ＴＤＯＡオーバレイアプローチにおいては、各独立セルラーＴＤＯＡ測定は、時間測
定値を生成する１組のセル基地局トランシーバを必要とする。このようにして、ｉセルラ
ー擬似距離とは、ｉ＋１解の測定を行うｉ＋１個の別個のセルラー基地局を意味する。
【００４４】
三次元測位の場合、加算未知数ｚがあるため、追加の独立した測定値に対するニーズがあ
る。この測定値は追加のセルラーまたはＳＰＳ擬似距離、あるいは関心のある領域内での
高度のなんらかの概算（高度補助）に基づいた測定値である場合がある。
【００４５】
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本発明に従った方法の別の例は、図７および図８を参照しながらここに説明されるだろう
。この例においては、統合された移動装置は、ＣＤＭＡタイプのセルベース通信信号プロ
トコルを使用する統合されたセル電話／ＧＰＳ受信機であってよい。このようにして、移
動装置でのメッセージの受信時刻は、ＣＤＭＡ信号自体から得られてよく、移動装置から
のメッセージの伝送時刻もＣＤＭＡ信号から得られてよい。セルサイトは、セルサイトで
のメッセージの受信時刻またはセルサイトからのメッセージの伝送時刻を得るためにＣＤ
ＭＡ信号を使用してよいか、あるいはセルサイトに接続されているＧＰＳ基準受信機から
得られるＧＰＳ時間を使用してよい。図７および図８に図示されている方法は、９１１メ
ッセージがセル電話から（セルサイトでの）無線セルベーストランシーバに送信されるス
テップ３０２で開始する。この９１１メッセージは、典型的にはユーザがセル電話で９１
１をダイヤルすることによって引き起こされる。この９１１メッセージを伝送する時間は
セル電話で記録され、この時間は、典型的にはセル電話から基地局またはセルサイトへ送
信される。ステップ３０４では、該９１１メッセージは無線セルベーストランシーバで受
信され、このメッセージの受信時刻も記録される。無線セルベーストランシーバに送信さ
れる伝送時刻および無線セルベーストランシーバで記録されるメッセージの受信時刻は、
この９１１メッセージのセルラー擬似距離を求めるために使用され、これらの時刻は、典
型的には、セルラー擬似距離を求めるＧＰＳ位置決めサーバに転送される。ステップ３０
６では、ＧＰＳ位置決めサーバが９１１要求を受け取り、ＧＰＳ位置決め動作のための補
助情報を決定する。１つの実施形態においては、この補助情報は、セルサイトの場所に基
づいた視野の中の衛星についてのドップラー情報、および視野内の衛星の仕様を含んでよ
い。該サーバは、この補助情報をセルサイト（無線セルベーストランシーバ）を通して移
動電話／ＧＰＳ受信機に送信する。該セルサイトは、この補助情報の伝送の時刻を記録す
る。該記録された時刻は、この特定のセルサイトと移動装置間の距離を求めるために使用
されてよい別のセルラー擬似距離を決定するために、該補助情報の移動装置での受信時刻
とともに使用される。このセルラー擬似距離は、同じセルサイトと移動装置間の他のセル
ラー擬似距離と平均化されてよいことが理解されるだろう。
【００４６】
ステップ３０８では、移動電話／ＧＰＳ受信機は、補助情報を受信し、この補助情報の受
信の時刻を記録する。受信の時刻は、ＣＤＭＡ信号内の時間情報から得られるか、あるい
は移動装置がＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号からこれらの時間信号を読み取ることができる
場合には、ＧＰＳ信号内の時間情報から得られてよい。ステップ３１０では、移動装置は
、ＧＰＳ衛星信号を受信し、これらの信号の受信時刻を記録する。移動装置は、ＧＰＳ信
号自体のＣＤＭＡ信号またはＧＰＳ時間信号の時間情報からこれらの信号の受信時刻を記
録してよい。移動装置は、ＧＰＳ衛星から適切な信号が得られる場合には、１つの例では
、少なくとも１つの衛星擬似距離を求める。代わりに、ＧＰＳ信号は収集され、バッファ
に入れられ、（時間スタンプ付きで）擬似距離を求める位置決めサーバに送信されてよい
。ステップ３１２では、移動装置が視野の中にある多様な衛星についてそれが決定した衛
星擬似距離を送信し、これらの擬似距離の伝送の時間を求め、この時間を位置決めサーバ
に転送するセルサイトにこの時間を送信する。ステップ３１４では、無線セルベーストラ
ンシーバが衛星擬似距離、これらの擬似距離の収集の時間および擬似距離の伝送の時間も
受信し、セルベーストランシーバで得られるＧＰＳ時間からの擬似距離の受信の時刻も記
録する。それから、この情報は、移動装置の位置を決定するために必要とされる計算の残
りを実行する位置決めサーバに転送される。ステップ３１６では、位置決めサーバが、統
合されたセル電話／ＧＰＳ受信機内のセル電話と無線セルベーストランシーバの間の無線
セルベース通信信号内でのメッセージの移動時間を表す少なくとも１つのセルラー擬似距
離を求める。これらのセルラー擬似距離は、セルラー通信信号の中に埋め込まれているあ
る特定のメッセージの伝送時刻および受信時刻から求められる。ステップ３１８では、位
置決めサーバが衛星の位置および移動装置と通信中であった無線セルベーストランシーバ
の位置を決定する。ＧＰＳ衛星の位置は、ＧＰＳ基準ネットワークから、あるいは位置決
めサーバでのオプションのＧＰＳ基準受信機から決定されてよい。移動装置と通信してい
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た無線セルベーストランシーバの位置は、システム内の無線セルベーストランシーバごと
の位置を指定するデータベースから得られてよい。
【００４７】
ステップ３２０では、位置決めサーバが、少なくともＧＰＳ衛星までの擬似距離とセルラ
ー擬似距離からＧＰＳ受信機／セル電話の位置、およびＧＰＳ衛星の位置、および無線セ
ルベーストランシーバの位置、および典型的には少なくとも１つの追加情報を求める。Ｇ
ＰＳ衛星までの１つの擬似距離だけが入手可能である場合も、移動装置の（二次元での）
位置は、２つのセルラー擬似距離を使用することによって決定されてよい。２つの衛星擬
似距離が得られるときには、別のセルラー擬似距離と組み合わされたセルラー擬似距離が
三次元位置決定を提供してよい。
【００４８】
本発明の方法および装置は、ＧＰＳ衛星に関して説明されてきたが、教示が、プシュドラ
イト(psedolites)または衛星とプシュドライトの組み合わせを活用する位置決めシステム
に等しく適用可能であることが理解されるだろう。プシュドライトは、一般的にはＧＰＳ
時間と同期されている、Ｌバンド搬送波信号上で変調される（ＧＰＳ信号に類似する）擬
似ランダムＰＮコードを一斉送信する地上ベースの送信機である。各送信機には、遠隔受
信機による識別を可能とするために一意のＰＮコードが割り当てられてよい。プシュドラ
イトは、トンネル、鉱山、建物またはそれ以外に封入された領域などの周回する衛星から
のＧＰＳ信号が使用できない可能性がある状況で有効である。ここに使用されているよう
な用語「衛星」は、プシュドライトまたはプシュドライトの同等物を含むことが意図され
、ここに使用されているような用語ＧＰＳ信号はプシュドライトまたはプシュドライトの
同等物からのＧＰＳ状の信号を含むことが意図される。
【００４９】
前記説明の中で、本発明は、米国全地球測位衛星（ＧＰＳ）システムに基づいたアプリケ
ーションに関して説明されてきました。しかしながら、これらの方法が類似する衛星測位
システム、特にロシアグロナス（Ｒｕｓｓｉａｎ　Ｇｌｏｎａｓｓ）システムに等しく適
用可能であることが明らかでなければならない。グロナスシステムは、おもに、異なる衛
星からのエミッションが、さまざまな擬似距離コードを活用するよりむしろ、わずかに異
なる搬送波周波数を活用することによって互いから区別されるとい点でＧＰＳシステムと
異なる。ここに使用されている用語「ＧＰＳ」は、ロシアグロナスシステムを含むこのよ
うな代替衛星測位システムを含む。
【００５０】
前記明細書の中では、本発明はその特定の例示的な実施形態に関して説明されてきた。し
かしながら、多様な修正および変更は、添付クレームの中に述べられているような発明の
さらに広い精神および範囲から逸脱せずに、そこに加えられてよいことが明らかだろう。
したがって、該明細書および図面は、制限的な意味よりむしろ例証的な意味で見なされな
ければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、隣接セル地点間で可能なオーバーレイを呈するセル系通信システムを
示す。
【図２】　図２は、無線通信システムと共にＰＳＰシステムを利用するホン発明の位置決
めシステムの一例を示す。
【図３】　図３は、本発明において使用可能な位置決め用サーバの一例を示す。
【図４】　図４は、ＳＰＳ受信器と通信システムとの組み合わせの一例を示す。
【図５】　図５は、本発明の一実施例で使用可能なＧＰＳ基準局の一例を示す。
【図６】　図６は、本発明の方法の一例を示す。
【図７】　図７は、本発明の方法の一例を示す。
【図８】　図８は、本発明の方法の一例を示す。
【符号の説明】
１０…セル系通信システム，１２…セル，１４…セル、１６…セル，１８…セル，２１…
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トランシーバ、２２…トランシーバ、２３…トランシーバ，２４…トランシーバ，２６…
無線セル系移動通信システム，２７…無線セル系移動通信システム，２８…無線移動系通
信システム、７７…ＳＰＳアンテナ、７９…通信システムアンテナシステム、１０１…シ
ステム、１０２…セル、１０２ａ…セル基地局、１０２ｂ…受信機、１０２ｃ…コネクシ
ョン，１０３…セル、１０３ｃ…コネクション，１０４…セル、１０４ａ…セルベース、
１０４ｃ…コネクション、１０５…交換機センター，１０６…移動交換機センター。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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